





























































































図表 2 中国、米国、そして日本における消費者マインド指数比較(2007 年～2017 年) 
 











ランスは 23.9 店舗/百万人、米国は 12 店舗/百万人、韓国は 7.8 店舗/百万人であるのに
対し、中国は 2.4 店舗/百万人である。2016 年末の中国、米国、日本におけるコンビニ




図表 3 米国と中国における主な店舗小売業の誕生年の比較 
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は 23.9店舗 /百万人、米国は 12店舗 /百万人、韓国は 7.8店舗 /百万人であるのに対し、中国は 2.4店
舗 /百万人である。2016年末の中国、米国、日本におけるコンビニエンス・ストアの数を見ると、米国
は 478店舗 /百万人、日本は 443店舗 /百万人であるのに対して、中国では 71店舗 /百万人である。こ
のような伝統的小売業の発展の遅れから、新たな小売業の誕生と発展の機運が高まっている。
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図表 4 ニューリテールバリューチェーンの流れ 
 

















アリババは盒馬鲜生に投資をして、2016 年 1 月に第一号店を上海金橋にオープンした。
そして、店舗の半径 3 km の範囲内に限定し、注文から 30 分以内でのデリバリーを実現





くれるレストラン機能を併せ持っているという点の 2 つである24。2017 年の売り場 1 平
方メートルあたり売上高は、百貨店は 1 万元、ショッピングセンターは 0.6 万元であるの
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舗の半径 3 kmの範囲内に限定し、注文から 30分以内でのデリバリーを実現し好評を博した。現在（2020





あたり売上高は、百貨店は 1万元、ショッピングセンターは 0.6万元であるのに対し、盒馬鲜生は 6万
元である25。








































FRESH などが挙げられる。写真１と写真 2 は盒馬鲜生ニューリテールの写真である。 
 



















































FRESH などが挙げられる。写真１と写真 2 は盒馬鲜生ニューリテールの写真である。 
 
















































FRESH などが挙げられる。写真１と写真 2 は盒馬鲜生ニューリテール 写真である。 
 












































































idea/que_content.jsp?appid=1&topicid=540503&typeid=11&webid=149。最終閲覧日 2020年 10月 13日。



























23　グレン・アーパン著 ; 山岡隆志訳（2006）『アドボカシーマーケティング』英治出版、 18-25頁。
24　「アリババニューリテール戦略の全貌第 2回：新しいショッピングモール「More Mall（猫茂）」2018年 4
月開業」https://glotechtrends.com/alibaba-new-retail-more-mall-170905/。最終閲覧日：2019年 7月 10日。
25　前ゼン産業研究所（2018）『食品行業新零售発展研究報告』6頁。































［22］「アリババニューリテール戦略の全貌第 2回：新しいショッピングモール「More Mall（猫茂）」2018年 4
月開業」https://glotechtrends.com/alibaba-new-retail-more-mall-170905/。最終閲覧日：2019年 7月 10日。
［23］中国杭州市政府サイト『関与推進新新零售発展（2018-2022）若干意見』http://www.hangzhou.gov.cn/
module/idea/que_content.jsp?appid=1&topicid=540503&typeid=11&webid=149。最終閲覧日 2020年 10月 13日。
［24］注目のニュー・リテールを解説　マーケティングへの影響は？」https://ferret-plus.com/10885。最終閲覧日
2019年 7月 12日。
